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の
り
子
の
週
間
日
誌
（
主
な
も
の
） 

５
月
２
３
日 

市
駅
前
宣
伝
、
地
域
訪
問
、
生
活
相
談 

 

 
 

２
４
日 

平
和
行
進
、
肝
臓
病
の
会
結
成
総
会
と
講
演 

 
 

２
５
日 

生
存
権
裁
判
を
支
援
す
る
わ
か
や
ま
の
会
結 

 
 

成
総
会
、
河
西
後
援
会
県
政
・
市
政
報
告
会 

 
 

２
６
日 

会
議 

 
 

２
７
日 

休
み 

 
 

２
８
日 

県
議
団
会
議
、
産
廃
問
題
懇
談
会 

 
 

２
９
日 

無
料
生
活
相
談
、
地
域
訪
問 

リレートーク Relay talk リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 ta

lk
 

 

 

 

 

和
歌
山
市
で
は
平
和
行
政
の
一
つ
に

「
広
島
平
和
バ
ス
」
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
か
ら
始

ま
り
、
当
初
は
バ
ス
数
台
を
連
ね
て
参

加
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ

ん
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
２
０
１
０
（
平
成
２
２
）
年
か

ら
市
の
担
当
課
が
参
加
者
募
集
の
呼
び

か
け
ビ
ラ
を
各
自
治
会
に
回
覧
し
て
頂

け
る
よ
う
直
接
足
を
運
ん
だ
結
果
、
１

０
０
名
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

和
歌
山
市
の
平
和
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
原
水
爆
禁
止
和
歌
山
市
協
議
会

も
、
要
望
書
や
懇
談
の
な
か
で
定
員
を

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

党
市
議
団
も
要
望
し
、
松
坂
美
知
子

市
議
も
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し

た
。
今
年
は
２
名
増
の
２
４
名
と
な
り
ま

し
た
。
「
市
報
わ
か
や
ま
」
６
月
号
で

も
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

行
程
は
８
月
５
日
朝
市
役
所
発
の
バ

ス
に
乗
り
込
み
広
島
に
到
着
後
、
平

和
記
念
資
料
館
や
平
和
公
園
の
見
学

を
し
ま
す
。
翌
日
６
日
は
原
爆
死
没

者
慰
霊
式
、
平
和
祈
念
式
に
参
列
し

た
り
、
被
爆
体
験
講
話
会
へ
の
参
加

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
加
費
は
大
人
一
人
１
万
８
千

円
、
小
中
高
生
は
９
千
円
で
、
締
め

切
り
は
６
月
１
６
日
（
消
印
有
効
）
で

す
。 ぜ

ひ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
応
募
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
し
て
定
員
を
増
や
す

取
り
組
み
と
、
合
わ
せ
て
更
に
平
和

行
政
の
充
実
に
党
市
議
団
と
共
に
力

を
合
わ
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 東側から見た原爆ドーム 

 

 

１
月
の
共
産
党
の
大
会
は
、
安
倍
政
権
を
、
「戦
後
の

保
守
政
治
が
掲
げ
て
き
た
諸
原
則
す
ら
否
定
す
る

特
異
な
右
翼
的
反
動
的
立
場
」
と
分
析
し
、
暴
走
政

治
を
徹
底
批
判
し
た
。
そ
れ
が
今
、
憲
法
を
破
壊
し

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
踏
み
込
み
、
海
外
で

殺
し
殺
さ
れ
る
国
へ
歩
む
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
消

費
税
上
げ
た
途
端
、
今
度
は
大
企
業
の
法
人
税
引
下

げ
を
準
備
し
た
り
。
医
療
・介
護
に
大
ナ
タ
を
ふ
る
う

「
総
合
法
案
」
を
衆
議
院
で
可
決
。
「生
涯
ハ
ケ
ン
」
「
正

社
員
ゼ
ロ
」
め
ざ
す
労
働
者
派
遣
法
大
改
悪
も
…
。 

 

５
月
１
５
日
、
首
相
が
主
要
テ
レ
ビ
を
独
占
し
「
解

釈
改
憲
」
の
ゴ
マ
カ
シ
会
見
放
送
。
そ
の
直
後
の
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
は
か
つ
て
の
政
権
幹
部
や
元
自
民
党
幹
部

に
よ
る
批
判
の
声
が
噴
出
。
全
国
紙
、
地
方
紙
の
社

説
で
の
批
判
が
吹
き
出
し
て
い
る
。
１
７
，
１
８
日
の
世

論
調
査
で
は
、
「
反
対
」
が
５
６
％
（
毎
日
）
、
５
１
％

（
共
同
通
信
）
で
、
「
賛
成
」
は
ど
ち
ら
も
３
０
％
台
と

世
論
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
政
党
支
持
率
で
は

「
支
持
な
し
」
が
四
割
で
第
１
党
で
す
。
新
し
い
政
治
へ

の
模
索
と
探
求
に
答
え
る
道
は
こ
こ
に
あ
り
と
頑
張

る
共
産
党
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

あ
な
た
も
８
月
６
日
、
広
島
平

和
祈
念
式
典
参
列
の 

お
習
字
の
会
『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
し
ば
し
、

お
茶
の
時
間
に
「
お
く
む
ら
の
り
子

の 

県
政
だ
よ
り
」
に
そ
っ
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

消
費
税
増
税
問
題
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
あ
ら

ゆ
る
生
活
用
品
が
値
上
げ
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
食
料
品
関
係
の
値

上
げ
に
は
「
口
に
チ
ャ
ッ
ク
が
つ
い
て

た
ら
閉
め
て
お
き
た
い
」
「
よ
く
見

る
と
商
品
の
中
身
が
少
な
く
な
っ
て

て
、
４
分
の
１
も
減
っ
て
る
ん
や
で
」

な
ど
だ
ん
だ
ん
ト
ー
ン
が
高
く
な

り
大
変
に
ぎ
や
か
な
つ
ど
い
に
な
り
ま

し
た
。 

 

私
た
ち
が
生
活
を
切
り
詰
め
ざ
る
を

え
な
い
や
り
方
で
は
、
景
気
が
よ
く
な

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
１
０
％

に
な
れ
ば
も
っ
と
口
に
チ
ャ
ッ
ク
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
日
、
テ
レ
ビ
に
出

演
し
た
共
産
党
小
池
副
委
員
長
は
「
景

気
動
向
を
見
る
と
中
小
企
業
の
経
営
に

深
刻
な
数
字
が
出
て
い
る
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。 

 

政
府
は
黒
字
の
大
企
業
に
は
減
税

し
、
赤
字
の
中
小
企
業
に
は
増
税
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
は
小
売

り
業
商
店
数
が
１
万
人
当
た
り
全
国
一

で
す
。
１
０
％
に
上
げ
れ
ば
県
経
済
へ
の

影
響
も
大
変
で
す
。 

増
税
ス
ト
ッ
プ
の
声
を
大
き
く
し
て
ゆ

く
た
め
に
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

５
月
１
７
日
、
今
年
も
ス
リ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
・
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、

「
医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
員
を

増
や
せ
！
」
「
安
心
・
安
全
の
医

療
、
看
護
、
介
護
の
実
現
を
！
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
党
市
医
療
福
祉
対

策
部
長
の
坂
口
多
美
子
さ
ん
と

と
も
に
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
（の
り
子
） 

 

右側が奥村、その左側に坂口多美子さん 
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